
 

2019 年度 教員の自己点検・自己評価報告書 

 

所属学部 学科 職位 氏  名 

教育学部 子ども発達学科 教授 西崎 有多子 

最終学歴 学 位 専門分野 

コロンビア大学大学院修士課程修了 MA 英語教育 

Ⅰ 教育活動 

○目標・計画 

（目標） 

①１年次の全学共通の英語科目においては、英語の習熟度に大きな差がある学生に対して、それ

ぞれのレベルにおいて学生が興味を持ち自ら学ぼうとする気持ちを持って授業に臨み、授業の

教材だけでなく今後授業外で出会う英語に対して自らの力で理解していこうとする気持ちと

解決していける実力をつけることを目標とする。専門科目へ繋ぐことができるよう、基礎を固

め、実習でも役立つ形式のアクティブラーニングを積極的に取り入れる。２年次以降の英語科

目においては、昨年度から内容を刷新し、総合的英語力向上を目指している。 

②「専門演習Ⅰ・Ⅱ」（3年生ゼミ）においては、真面目で社会に出て信頼を得られる人材を育成

するために、礼儀や物事に対して真摯に取り組む姿勢を徹底させる。企画力、指導力、分析力

を養い、将来に向けて具体的な実行をつける。子ども英語・小学校英語について入門的内容を

取り上げ、興味を深める指導について実技を行ない考えさせる授業を行なう。一般教養や小学

校全科に役立つ基礎知識や常識的知識を、毎回楽しみながら身に付けていく時間を設ける。 

③「専門演習Ⅲ・Ⅳ」（４年生ゼミ）においては、社会人となる前の最終学年として、社会に出て

信頼を得られる人材を育成するために、礼儀や物事に対して真面目に真摯に取り組む姿勢を徹

底する。遅刻や無断欠席などをすることなく、一人ひとりが卒業論文の完成に向けて、資料を

収集・分析し、構成を考え、文章を書き、完成させる過程を着実にこなし、大学教育の最後の

仕上げに値する論文を執筆する。このプロセスは、教員とできれば楽をしたい学生との葛藤が

生じるが、お互いに真剣に向き合い、学生は苦し紛れの中からそれまでの自分を超えていくこ

との意味を理解してほしい。一度到達したら、次はその上に到達できるようになることを、実

感し、成長を期待する。就職先については、各学生が自分を信じて高みに挑戦できるように環

境を整え、個別にきめ細かく援助したい。 

（計画） 

①語彙の面では授業には辞書を持参させ、いくつもの意味の中から最適な解釈を選び出す力を獲

得させる。文法その他の面では、基本的説明を繰り返し取り入れながらスパイラルに授業を進

める。学生が今後の専門科目ならびに現場で役立つ英語を学んでいるという自覚が持てる教材

を使用し、同時にアクティブラーニングを積極的に取り入れる。英語での紙芝居やペープサー

ト、絵本の読み聞かせ、絵本理解のアレンジ等実際に人の前で発表をする機会を増やし、各自

が自信と実力を付ける。 

②授業のスタイルとして、学生が企画するチャレンジ、最新のニュースや課題を扱うテーマ、英

語力を養う英語、の 3部構成を基本とする。チャレンジは、総当たりで 2名１組となり、将来

役に立つ内容で自由に企画、運営する。徐々に簡単な指導案を用意できるように指導する。テ

ーマは、教員または学生から提案されたテーマについて、討論を行い、必要に応じて調査やレ

ポート作成につなげる。英語については、英語という言語に対する総合的英語力向上を目指す。 



英語教材では著名な絵本を取り上げ、読み聞かせだけでなく、アレンジして子どもの理解を深

める工夫を実技で行なっていく。学外演習では、親睦をはかりながら学内でのゼミ活動とは異

なる貴重な時間を過ごす。 

○担当科目（前期・後期） 

（前期） 

英語基礎ⅠＣ、英語ⅠＣ、英語Ⅲ、小学校英語、専門演習Ⅰ、専門演習Ⅲ 

（後期） 

英語基礎ⅡＣ、英語ⅡＣ、英語Ⅳ、小学校英語教育法、専門演習Ⅱ、専門演習Ⅳ、卒業研究 

○教育方法の実践 

 1 年生向け英語科目においては、保育園・幼稚園で想定される英語でのコミュニケーションを 

想定した実践的内容とした。２～４年向けの英語科目においては、英語の基礎知識の習得と同 

時に『Winnie the Pooh』を原文で楽しみながら皆で読み解いた。小学校英語関連科目において 

は、基本的知識と実践力修得のため、ゲスト・スピーカーの先生方からは現場の状況・問題点 

を学び、多くの模擬授業を体験して学生同士が自由な雰囲気の中で互いに研鑽に励み、小学校 

現場での研究授業を参観させてもらうことにより多くの示唆を得ることができた。どの学年の 

ゼミも、前期・後期の両方で学外演習を行ない、親睦を深めた。 

○作成した教科書・教材 

『改訂新版 英語で学ぶオフィスコミュニケーション』を共著で出版した。「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」 

では、教科書の内容を学生自身でより深めることができるワークシートを作成し、活用した。 

ゼミでは、作成したワークシートにより英語での paraphrase（言い換え）ができるようになる 

ための自習教材を使用し、各自の学びをゼミ内で共有する実践を行った。 

○自己評価 

 1 年生の英語については、今後のための英語を学んでいるという意識を学生たちが持つことが 

できたことが授業評価により確認できた。全体には概ね目的を達成できたが、来年以降はより 

高い目標を設定したい。 

 

Ⅱ 研究活動 

○研究課題 

小学校英語教育を中心に、英語教育分野において更なる研究を続けていく。教員養成、教員採用

について、知識を増やし、効果を上げる。 

○目標・計画 

（目標） 

新学習指導要領の施行に伴い、教材の活用法、それに伴う指導と研修についての研究を行なう。

新学習指導要領下で教員になる学生たちの指導力向上についても、新しく求められる英語運用能

力も含めて、研究成果を授業改善に生かしていく。 

（計画） 

学会への参加、研究開発校での研究授業等の観察・参加、最新の資料の入手と分析等より常に変

化に対応し、最新の情報に基づいて、研究を行なう。それらから得た知見を授業においても還元、 

アクティブラーニングを積極的に取り入れ、自ら体験しながら確実に力をつける授業を行う。 

○2012 年 4 月から 2020 年 3 月の研究業績（特許等を含む） 

（著書） 

 ・藤田利久・青木雅幸・西崎有多子・森久子『改訂新版 英語で学ぶオフィスコミュニケーション』 



  西文社、2019 年、第 11 章・第 12 章担当、共著 

 ・西崎有多子・鈴木由季子・久保田香直・加藤拓由・山田幸子・岡井崇・藤田しおり・鷹巣雅英・ 

  清水万里子・山下桂世子（以上執筆者）、川村一代編著『1日 10 分 語彙・表現がしっかり定着！ 

  小学校外国語アクティビティ 50』明治図書、2019 年 2 月、アクティビティ 9・14・21・29・35 担 

当、共著 

  ・今津孝次郎・西崎有多子・白井克尚・中島弘道・新實広記・伊藤龍仁・柿原清治・伊藤数馬『 

   教員と保育士の養成における「サービス・ラーニング」の実践研究』地域創造研究叢書 No.30、 

   唯学書房、2019 年 2 月、113 頁の内、第２章担当、共著 

・小学生のための英語教育研究グループ著『英語好きな子に育つたのしいお話 365』誠文堂新光社、

2016 年 12 月、416 頁の内７頁（７編）を担当、共著 

・西崎有多子『国語と英語の連携を意識した授業を考える－小学校におけることばの教育の相乗効

果をめざして－』三恵社、2016 年 3 月、170 頁、単著 

・西崎有多子・古市久子・金澤延美・加藤拓由・藤重育子『ことばでつなぐ子どもの世界』地域創

造研究叢書 No.25、唯学書房、2016 年 3 月、137 頁の内、第６章担当、共編著 

・古市久子・澤田節子・西崎有多子・荒川紘・山極完治『ならぬことはならぬ 江戸時代後期の教

育を中心として』地域創造研究叢書 No.21(2014 年 3 月発行）、132 頁の内第５章担当、唯学書房、

共著 

・西崎有多子他委員『高等教育における英語授業の研究―学習者の自立性を高めるリメディアル教

育―』（2012 年 3 月）大学英語教育学会・第 2 次授業学研究特別委員会、共編著 

・古市久子・澤田節子・西崎有多子・荒川紘・高橋衛『江戸時代の教育を現代に生かす』地域創造

研究叢書 No.16（2012 年 1 月発行）唯学書房、168 頁の内、第５章担当、共著 

（学術論文） 

 ・西崎有多子・山本かほる「小学校における「資質能力目標」明確化による授業改善－“この授業 

  で何ができるようにするか”に着目して国語と英語を考える－」『東邦学誌』2019 年 6 月、第 48 

  巻、第１号、pp.91-104、共著 URL: https://aichi-toho.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_ 

main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=568&item_no=1&page_id=13&

block_id=21 

・西崎有多子「小学校教員養成課程における授業実践に必要な英語力の養成―次期学習指導要領を 

踏まえたアクティビティラーニングをとおして―」『東邦学誌』2018 年 12 月、第 47巻、第 2号、 

pp.119-125、単著 

・西崎有多子「小学校教員養成課程における「小学校英語教育法」への段階的学びを考える―苦手

意識の克服と指導時の不安軽減をめざして―」『東邦学誌』 2017 年 12 月、第 46 巻、第 2 号 

pp.69-77、単著 

・西崎有多子「小学校英語を指導する際に押さえておきたいポイント―小学校教員養成課程におけ

る限られた条件の下で―」『東邦学誌』2016 年 12 月、第 45巻、第 2号 pp.25-36、単著 

・西崎有多子「ネーミングの工夫からことばへの気付きへと発展させる指導－小学校におけること

ばの教育の一案として－」『東邦学誌』2015 年 12 月、第 44巻、第 2号 pp.1-11、単著 

・西崎有多子「商品のネーミングからことばへの気付きに導く指導－小学校における国語、英語、

外国語を連携させて－」『東邦学誌』2014 年 6 月、第 44巻、第 1号 pp.111-122、単著 

・西崎有多子「新しいことばの創造と受容を通して日本語と外国語を考える指導―小学校国語科と

外国語活動の連携の試み」『東邦学誌』2014 年 12 月、第 43巻、第 2号 pp.77-86、単著 

・西崎有多子「外国語を用いて「国語」と「外国語活動をつなぐ～ことばへの気付きと考察へと導

https://aichi-toho.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_


く試案～」2014 年 3 月、『平成 25年度国際理解同好会研究集録第 17号』、計 6ページ分、単著 

・西崎有多子「外来語を使って「外国語活動」と「国語」を連携させる授業を創る」『東邦学誌』2013

年 12 月、第 42巻、第 2号 pp.45-64、単著 

・西崎有多子「外国語活動における小学校国語教科書の活用と”Hi, friends! 2” Lesson 7 の指

導」『東邦学誌』2013 年 6 月、第 42 巻、第 1号 pp.19-28、単著 

・西崎有多子「『桃太郎』を発展させるオリジナル英語劇の持つ意味」『国際理解教育へのとびら』

2013 年 3月、『平成 24年度国際理解同好会研究集録第 16 号』、計 4ページ分、単著 

・西崎有多子「小学校外国語活動における「桃太郎」を使った授業展開―英語劇化への過程と民話

としての側面―」『東邦学誌』2012 年 12 月、第 41巻第 3号人間学部篇 pp.1-21、単著 

・西崎有多子「小学校外国語活動におけるオリジナル劇の可能性―新教材”Hi, friends!”より「桃

太郎」を使って―」『東邦学誌』2012 年 6 月、第 41 巻、第 1号 pp.75-88、単著 

（学会発表） 

 ・西崎有多子「小学校英語における paraphrase（言い換え）活用の可能性」小学校英語教育学会、 

  第 19 回小学校英語教育学会北海道大会（全国大会）、北海道科学大学、2019 年 7月 21 日、単独 

・西崎有多子「小学校教員養成課程における「小学校英語教育法」のアクティブラーニングを考え 

る―教材の世界から一歩踏み出し、自分らしく楽しく創造する―」小学校英語教育学会、第 18回 

小学校英語教育学会長崎大会（全国大会）、長崎大学、2018 年 7月 29 日、単独 

・西崎有多子「小学校教員養成課程における「小学校英語教育法」への段階的学びを考える」小学

校英語教育学会、第 17 回小学校英語教育学会兵庫大会（全国大会）、神戸市外国語大学、2017 年

7 月 30 日、単独 

・西崎有多子「小学校で英語を教える際に押さえておきたい英文法―小学校教員養成課程の限られ

た条件の下で―」小学校英語教育学会、第 16 回小学校英語教育学会宮城大会（全国大会）、宮城

教育大学青葉山キャンパス、2016 年 7月 24 日、単独 

・西崎有多子「小学校外国語活動と小学校英語教科化への今とこれから」日本メディア英語学会、

中部地区第 67回研究例会、愛知大学名古屋キャンパス、2016 年 7 月 9 日、単独 

・西崎有多子「国語と英語の連携を意識した授業を考える－小学校におけることばの教育の相乗効

果をめざして－」中部地区英語教育学会、第 46 回中部地区英語教育学会三重大会、鈴鹿医療科学

大学白子キャンパス、2015 年 6月 26 日、単独 

・西崎有多子「商品のネーミングからことばへの気付きに導く指導－小学校における国語、英語、

外国語を連携させて－」小学校英語教育学会、第 15回小学校英語教育学会広島大会（全国大会）、

広島大学東広島キャンパス、2015 年 7月 26 日、単独 

・西崎有多子「江戸時代以降の日本語における翻訳語からことばを考える～小学校国語・外国語活

動（英語）、中国語を関連させて～」第 22 回九州沖縄支部研究大会、久留米大学福岡サテライト

キャンパス、2014 年 10 月 26 日、単独 

・西崎有多子「新しいことばの創造と受容を通して日本語と外国語を考える指導～江戸時代から現

代に至る異文化流入とその影響を通して～」第13回小学校英語教育学会神奈川大会（全国大会）、

関東学院大学金沢八景キャンパス、2014 年 7 月 26 日、単独 

・西崎有多子「外来語を使って「外国語活動」と「国語」を連携させる授業を創る－児童の気付き

とことばへの考察を促す教材としての外来語－」第 21 回日本児童英語教育学会九州沖縄支部研

究大会、久留米大学福岡サテライトキャンパス、2013 年 10 月 27 日、単独 

・西崎有多子「外国語活動と国語科を連携させる教育の可能性～外国語活動と国語に共通すること

ばの教材としての外来語を使って～」第 13回小学校英語教育学会沖縄大会（全国大会）、琉球大



学、2013 年 7月 14 日、単独 

・西崎有多子「外国語活動における「桃太郎」を使ったオリジナル英語劇化に関する課題と民話と

しての「桃太郎」」2012 年度愛知東邦大学地域創造研究所共同研究「子どもとことば」中間報告

会発表、愛知東邦大学、2013 年 3 月 28 日、単独 

・西崎有多子「桃太郎」の英語劇化に伴う課題と民話としての「桃太郎」名古屋市国際理解教育同

好会、第 4回外国語活動勉強会、名古屋市立牧野小学校、2012 年 10 月 25 日、単独 

・西崎有多子「“Hi, friends!”における「桃太郎」を使ったオリジナル劇の指導」日本児童英語

教育学会、中部支部研究大会、中部学院大学各務原キャンパス、2012 年 9月 23 日、単独 

・木村友保・西崎有多子・佐藤雄大・服部しのぶ「学習者と教員の成長を目指した英語授業の事例

研究－中部支部授業学研究会の事例に基づいて－」大学英語教育学会、第 51 回国際大会シンポ

ジウム、愛知県立大学、2012 年 9 月 1 日、共同 

・西崎有多子「小学校外国語活動におけるオリジナル劇の可能性―新教材”Hi, friends!”より「桃

太郎」を使って―」小学校英語教育学会、第 12 回小学校英語教育学会千葉大会（全国大会）、千

葉大学、2012 年 7月 15 日、単独 

（特許）なし。 

（その他） 

・新實広記・西崎有多子・柿原聖治・伊藤龍仁・中島弘道・伊藤数馬・白井克尚・今津孝次郎『「サ

ービス・ラーニング」ハンドブック 第 4 版』愛知東邦大学教育学部子ども発達学科、2018 年 3

月、共著 

・新實広記・西崎有多子・柿原聖治・伊藤龍仁・中島弘道・伊藤数馬・白井克尚・今津孝次郎『「サ

ービス・ラーニング」ハンドブック 第 3 版』愛知東邦大学教育学部子ども発達学科、2017 年 3

月、共著 

・新實広記・西崎有多子・柿原聖治・伊藤龍仁・中島弘道・伊藤数馬・白井克尚・今津孝次郎『「サ

ービス・ラーニング」ハンドブック 第 2 版』愛知東邦大学教育学部子ども発達学科、2016 年 3

月、共著 

・今津孝次郎・新實広記・西崎有多子・柿原聖治・伊藤龍仁・白井克尚「教員と保育士養成におけ

る『サービス・ラーニング』の試み」（実践報告）『東邦学誌』2015 年 6 月、第 44 巻、第 1 号、

pp.211-231、共著 

・新實広記・西崎有多子・柿原聖治・伊藤龍仁・中島弘道・伊藤数馬・白井克尚・今津孝次郎『「サ

ービス・ラーニング」ハンドブック 第１版』愛知東邦大学教育学部子ども発達学科、2015 年 3

月、共著 

○科学研究費補助金等への申請状況、交付状況（学内外） 

・平成 24年度：科学研究費補助金（基盤研究 C）申請（代表者）－採択 

西崎有多子 （研究代表者）基盤研究(C) 研究課題番号：24520718 「言語力育成のための小学校

国語科と外国語活動を連携させる新しい教育方法の研究」平成 24 年度～平成 27年度、単独 

○所属学会 

大学英語教育学会、中部地区英語教育学会、小学校英語教育学会、日本児童英語教育学会 

○自己評価 

   多忙により、研究の時間があまり確保できなかった。来年度からの小学校英語の教科化、教材の 

変更、新学習指導要領を踏まえた指導法と評価等に備えた研究が十分にできなかった。 

 

Ⅲ 大学運営 



○目標・計画 

（目標） 

教育学部執行部メンバー、幼少課程委員会委員長、初等教育コース主任、小学校教育実習責任者、

教務委員、東邦 STEP 委員会委員長、小学校教員採用特別講座担当者等での責任を果たし、関連す

る仕事に積極的に取り組み、大学運営に貢献する。 

（計画） 

教員養成においては、教育実習、教員採用試験など日程管理が多く、ミスのなく、かつきめ細か

な指導が求められるため、できる限り計画的にこなし、教採では合格者を増やし、大学での学び 

を踏まえた実力とやる気のある教師を輩出したい。 

○学内委員等 

教育学部執行部、自己点検・評価委員会委員、教務委員会委員、東邦 STEP 運営委員会委員長、 

幼小課程委員会委員長、保育士養成課程委員会委員 

○自己評価 

多くの役目をそれぞれこなすのが精一杯で、たいへん多忙な一年間だった。来年度以降は、通常 

の学務・仕事量に戻り、授業や研究のための時間をより確保したい。 

 

Ⅳ 社会貢献 

○目標・計画 

（目標） 

現場での課題解決のための提案・助言等を行う。県内の状況を把握し、必要とされる現職教育に

積極的に関わっていく。 

（計画） 

依頼を受けて、現職教育、指導助言、出前授業等を積極的に行う。 

○学会活動等 

小学校英語教育学会北海道大会での発表、大学英語教育学会中部支部授業学研究会、小学校英語

自主研修会等月例会への参加、所属学会の関連プログラム、研究開発校を含む小学校における研

究発表会・研究授業等へ参加した。 

○地域連携・社会貢献等 

文部科学省 英語教育改善プラン「平成 30 年度外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」

における研修会での講演「小学校外国語 ～次期学習指導要領で必要な指導力～」、2018 年 8月 24

日、犬山市 

教員免許状更新講習「小学校外国語活動と小学校英語の教科化」愛知東邦大学、2019 年８月 9日 

○自己評価 

継続して出前授業を行っている高校からの入学者が続いており、出前授業の効果を感じている。 

学会活動等は可能な限り参加できた。 

 

Ⅴ その他の特記事項（学外研究、受賞歴、国際学術交流、自己研鑽等） 

研究、自己研鑽の時間の確保に努めたい。 

 

Ⅵ 総括 

 昨年度に続いて、多忙過ぎる 1年間だった。授業と学内業務をこなすことに傾注し、研究等の面 

では、十分とは言えないまま年度末を迎えた。授業では、ほぼ例年通りの成果を上げることができ、 



授業によっては学生の自発的学びを促すことができた。次年度はより実践的で学生にとって深い学 

びを実感できる授業となるよう努力したい。 

以 上 


